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GLORIA

G16riain excelsisDeo．

Etintempaxho00mibusb6naevoluntatis・

Laudamuste．Benedicimuste．Adoramuste・GIoriEcamuste・

Gratiasと唾mustibipr6ptermagnam g16riam tuam・

D6mine Deus，Rexc∞lestis，DeusP釦eromnipotens・

D6mineFmunigenite，Jesu Christe・

D6mine Deus，AgnusDei，F鮎usP細S・

Quit6mspe∞atam血di，misereren6bis・

Quit6mspe∞6tamdndi，Sdscipedeprecati6nem n6stram・

Quisedesad dexteram Patris，misereren6bis・

Qu6niam tu s61ussam賞us．Tu s61usD6minus・

Tu s6lusAltissimus，Jesu Christe・

Cum S鉦CtOSpirituing16riaDeiPatris・Åmen・

（訳詞）栄光の讃歌

天のいと高さところには、神に栄光、

地には、善意の人に平和あれ。

われら主をはめ、主をたたえ、主をおかみ、主をあがめ、

主の大いなる栄光のゆえに、感謝したてまつる。

神なる主、天の王、全能の父をる神よ。

主をる御ひとり子、イエズス・キリストよ。

神をる主、神の小芋、父の　み子よ。

世の罪を除きたもう主よ、われらをあわれみたまえ。

世の罪を除きたもう主よ、われらの願いをききいれたまえ。

父の右に坐したもう主よ、われらをあわれみたまえ。

主のみ聖去り、主のみ王女0、年

主のみいと高し、イエズス・キリストよ。

聖霊とともに、父をる神の栄光のうちに。アーメン。

春ラテン原語はIあをただけが主であるIという意味。

SANCTUS

Sanctus，Sanctus，Sanctus，D6minusDeusSabaoth・

Plenisuntcol帥ettena g16ria ma・

Hosannain excelsis．

Benedictusquivenitin n6mineD6nhni・

Hosalmain excelsis．

（訳詞）感謝の讃歌

聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな万軍の袖をる主。

主の栄光は天地にみつ。

天のいと高さところにホザシナ。

はむべきかを、主の名によりて来たる者。

天のいと高さところにホザシナ。

「泉」

そこから

長い旅ははじまる

その一しずくは

ひそかなふところに

わかれを　つげて

そこから

詩“相浦清子

無垢のよいものが涌き出ている

その岩のかけから

清く澄み

にごりをしらず

すゞしくさえ

いのちを含み

歓びを謳い

めぐみに照り映えて

あふれほとばしる

まばゆい姿

なかい旅よ－

出会うものを

享け入れては染まり

素直に自己を与えては

変りゆく景色のまゝに

さだめなく

さすらい流れ

ただよい流れ

逆巻き

泡立ち

渦巻き　流れ－

あゝ

やがては今の

その姿を失い

もはや　見知らぬものに

うつりゆくのか－

おかえり

おかえり

あの母の

ふところに

ほこらかにけなげに

つとめ果たすとも

そのみのりと勝利をかかげ

あやきち　まどい

けがれ某てるとも

その疲れと敗北をひきずり

あすすしず

ためらわず

おかえり

おかえり

あそこに

無垢のよいものが涌き出ている



P姻り′

あの岩のかけに

大地の深みから

AVE VERUM CORPUS

Ave vemm Cbrpus，natum

De Ma轟a Virgine：

Verepassum，immOhmm

h cnlCePro honhne：

Cujuslatust鳩rfbratum

UndaⅢ1五tsangune：

Esto nobispraegustatum

In mortis examine．

O dulds！O pie！

OJesu FiliMariae，

miserere mei．Amen．

（訳詞）栄えあれまことなるおからだ

栄えあれ、まことなるおからだ、

処女マリアより生まれた方よ。

まことに　あなたは人類のため

十字架で苦しまれ　闇匪となられました。

わき腹を刺しつらぬかれ

そこから血を流されました。

死の試練のときにはあらかじめ

わたしたちに味わわせてくださいますように。

やさしい方、慈しみふかい方、

マリアの御子イエス様、

わたしをお憧れみください。　アーメン。

「三つの抒情」

或る風に寄せて　　　　　詩　立原道道

おまへのことでいっぱいだった　西風よ

たるんだ唄のうたひやまない　雨の重に

閉ざした菌のうすあかりに

さびしい思ひを噛みながら

おぼえていた　をののきも　頭へも

あれは見知らないものたちだ・“…

夕ぐれごとに　かがやいた方から吹いて来て

あれはもう　たたまれて　心にかかってゐる

おまへのうたった　とほい調べだ－

誰がそれを引き出すのたらう　誰が

それを忘れるのたらう－さうして

夕くYLが夜に菱るたび　雲は死に

そそカサして来るうずやみのをかに

おまNま　西風よ　みんななくしてしまった　と

北の海

海にゐるのは、

あれは人魚ではをいので紅

海にゐるのは、

あれは、浪ばかり。

曇った北海の空の下

渡はところどころ歯をむいて、

空を呪ってゐるのです。

いつはてるとも知れない呪。

海にあるのは、

あれは人魚ではないのです。

海にゐるのは、

あれは、浪ばかり。

「柳河風俗詩」

やな∴∴かわ

（I）柳　河

もうし　もうし　柳河じゃ　柳河じゃ

鋼の鳥居を見やしゃんせ

欄干橋を見やしゃんせ

（駄者は嘲肌の音をやめて

赤い夕日に手をかざす）

詩　中原中也

詩　北原白秋

薪の生えた　その家は

その家は

奮いむかしの遊女尾

大も住まはぬ遊女屋

裏のBANCOに居る人は…‥一・一章

あれは隣の謎娘謎娘

水に映ったそのかけは

そのかげは

母の形見の小手鞠を

小手鞠を

赤い毛糸でくくるのぢゃ

涙片手にくくるのぢゃ

もうし　もうし　旅のひと

旅のひと

あれ　あの三味をさかしゃんせ

鳩の浮くのを見やしゃんせ

（扱者は捌帆の音をたてて

赤い夕日の街に入る）

タ焼小焼

明日天気になあれ

＊BANCO　縁台　葡萄牙嵩の転記か
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中庸であることを貴ぶような賢明な人なら、

古びたあばら屋に住んだり、

人も羨むような豪邸に住んだりはしをいものです。

高い松の木ほど風に揺すられ、

豪華を塔ほど重大を問題が起こって崩れ去り、

山も山頂ほど落雷にさらされるものをのです。

SZEKELY KESERVES

Aj，Sirassedesanyam，mige16tted jarok，

Meraztan sirathatsz，ha請nakindulok・

Utnakindulasom，nincsen maradaom・

Azirigyek miattesettb血jdosasom・

Istenem，Istenem，holleszen ha胤om？

Erd6ne，VagymeZ6n，Vagypedigtengeren？

Ha erd6n veszek el，kitemetelengem？

Hatengeren veszek，kisiratmegengem？

Tengemek nagypartja‥Kopors6m oldala，

Tengemek melysege‥Kopors6m feneke・

Tengers血色habja‥Szemredelemleszen，

Tengemek zdgasa‥harangsz6misleszen・

Eliseltemetnek az erdeivadak，

Megismegsiratnak azegImadarak，

Az erdeivadak．”

Aze由madarak・

（訳詞）苦悩の日々

ああ母よ、私がまだあをたの前にいるうちに悲しんでください

後は私が旅立つ時にしか悲しむことができないのですから

旅先で私は身を寄せるところもなく

追っ手を避けておちぶれた隠遁生活を送るのです。

ああ神さま、私はどこで死を迎えるのでしょう？

森で、野原で、はたまた海ででしょうか？

森で死んだら一体誰が葬ってくれるのでしょう？

海で死んだら一体誰が悲しんでくれるのでしょう？

海に接する広大を岸辺は、私の棺桶の縁で

海の深淵は、私の棺桶の底板で

海に漂う芥は、私の棺桶の掛け布で

海の潮騒は、私を弔う鐘の音なのです。

私のことを葬ってくれるのは、森の生き物たちで

私のことを悲しんでくれるのは、楽園の烏たちをのです。

SIRAT6∴亘NEK（BodreghPal）

6htinemat盃rsak，bds，halottbaratok

Leszakadtreatok a nagy veresatok・

Vittetek a髄zet，a memyeiszepet，

Migaz6liiltrem je請Smindent6sszetepett・

Vegeszakadtakkorversnek esmesenek・

Elterta heged草megfagyo備azenek・

Ratok gondolunk mostnematarsainkra，

Bennetek kialudt，bemtink ela szikra・

S dgyvan azmarmindig，SOk ezerev6ta：

Dalnok j6，dalnok megy，de erek a n6ta・

（訳詞）哀　歌　　　　　　　　詩　ボドローグ・パール

ああ、黙ってしまった仲間たちよ、哀れな死んだ友人たちよ、

血ぬらねた呪いがあなた達をずたずたにしたのた。

火を、そして、天なる美しきを奪っていったのだ、

狂気の悪魔がやって来て全てを引き裂いていったときに、

そして詩や物語は途絶えてしまった。

提琴は壊れ、歌は凍りついてしまった。

私たちは今、その黙ってしまった仲間たちに思いをはぜる。

命はあなた達の中では燃え尽きだが、私たちの中では生き続ける。

幾千年の昔からそうであるように、

「歌い手は現れては消えて行くが、旋律は不滅」なのだ。

O MAGNUM MISTERIUM
O magnum mistehum，

etadmirabile sacramentum，

utanimalia viderentDominum natum，

JaCentemin praesepIO．

Beata Virgo，

CuJuSViscera merueruntportare Dominum Christum．

（訳詞）おお、おおいなる神秘

おお、おおいなる神秘、

そして驚くべき秘跡。

いかに動物たちは主が生まれるのを見るか、

飼い葉桶の中に横たわるのを。

祝福されたる処女よ、

その胎は主キリストをもたらすことを得たるなり。

HODIE CHRISTUS NATUS EST

Hodie Christus natus est：

Hodie sahatorappamit：

Hodiein terra canuntAngeH，

laetanturArchangeH：

Hodie exsultantjustidicentes：

Gloriain excelsisDeo，alleluia．

（訳詞）今日、キリストは生まれたまいぬ

今日、キリストは生まれたまいぬ、

今日、救い主は現れたまいぬ、

今日、天使らは地にて歌い、

大天使らは喜び祝う、

今日、正しさ者らは歓呼して言う、

いと高さ所には神に栄光あれと、

アレIレヤ。

※合同演奏の「二十億光年の孤独」の詩は

本文10－11ページをこらん下さい。


